
市営住宅使用料の徴収率
現年分 ９８．８０％
滞納分 ４３．９４％
　計 ９１．０４％

市営住宅使用料の徴収率
現年分 ９５．３３％
滞納分 ２１．８７％
　計 ８５．１６％

市営住宅使用料 （単位：千円）
現年分 滞納分 合計

調定額（現年・過年）
収入実績
徴収率

・滞納者に対し、文書による督促事務を行い、納付依頼を実施しました。
・督促文書送付で未支払者に対し、訪問・文面による納付確約又は連帯保証人へ

納付指導を行いました。

以上の事務の徹底により目標数値を目指しましたが、長引く不景気や不漁等により
納付約束の不履行が顕著となり、目標徴収率を下回りました。
　　

・引き続き、年間を通しての対面による納付依頼の強化し納付対策に取り組みます。
　

４． 今 後 の 展 開

131,402

２． 実績(成果）

137,837

№ 項 目 市営住宅使用料の収納計画の策定と未収金縮小

22,164

３． 評 価 △

160,001
136,249
85.16%95.33% 21.87%

【 指 標 】

収納計画を策定し、未収額の縮小に努めます。

１．

平成２６年度 ［建 設 部］ 目標の成果

全体 №４４
個別 008-01

組 織 目 標

【 内 容 】

4,847

課　名 管 理 課



公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生活
の活性化とともに、早期完成によって、市民の生活基盤の底上げを図るものである
ことから、今後におきましても早期発注、早期完成に努めます。

（測量・調査・設計）
　　平成26年度12月末設計書作成件数　　　　15件
　　平成26年度12月末発注額　　　　　　　　68百万円

（工事）
　　平成26年度12月末設計書作成件数　　　　23件
　　平成26年度12月末発注額　　　　　　　 781百万円

３． 評 価 〇

組織目標に掲げた設計書作成件数については、目標以上の成果をあげることが出来
た。また、発注額については、目標に対して実績が低くなっているが、これは、目
標発注額が要望予算での設定であったためであり、内示予算額（委託：79百万円、
工事：847百万円）に対してでは概ね達成している。目標が達成出来たことで、繰
越事業費は前年に比べ減少した。

４． 今 後 の 展 開

１． 組 織 目 標

【 内 容 】

平成26年度12月末設計書作成件数及び予定額（測量・調査・設計）
　　　15件　　160百万円　　《100％目標》
平成26年度12月末設計書作成件数及び予定額（工事）
　　　17件　1,227百万円　　《100％目標》

２． 実績(成果）

　公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生
活の活性化とともに、早期完成によって市民の生活基盤の底上げを図ります。

【 指 標 】

№ 項 目 公共工事の早期発注、早期完成に努めます。

平成２６年度 ［ 建 設 部 ］ 目標の成果

課　名 建 設 課
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